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環境経営方針

　　環境経営方針

　　基本方針

　産恵工業株式会社は、事業活動を通じて地球環境の保全への配慮のもと
に、環境に関する法規則、公害防止協定などの遵守を図りながら、社会の維
持的発展に貢献する企業を目指して環境に関する事項を定め維持的な改善に
努めます。
また、自社内で環境負荷を低減するために、環境目的・目標を定め計画的に
実施及び見直しを行い、システムの運営を展開することにより、積極的に環
境への取組みを全従業員一丸となって推進します。

1.　環境関連法規則や当社が約束したその他の要求事項を遵守します。

2.　次の事項について具体的な環境目標・活動計画を定め実施します。

 　　①省エネルギーについて理解し、二酸化炭素の排出量削減に努め
       ます。
 　　②廃棄物の分別推進に努め、リサイクルの推移・廃棄物の排出量
       を計画的に削減します。
 　　③化学物質使用量の把握・適正管理に努めます。
 　　④資源のグリーン購入を推進します。
 　　⑤環境に配慮した製品の提供に努めます。
 　　⑥社会貢献活動を積極的に推進します。

3.　本環境経営境方針を全従業員に周知し、環境経営システムの継続的な改
善を進めます。

　　　　　　      　　             　　制定:　　　2018年8月1日　　　

　　　　　　　　　　　     産恵工業株式会社

代表取締役社長　谷中　政巳
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会社概要

（１） 名称及び代表者名
産恵工業株式会社
代表取締役社長　　谷中　政巳

（２） 所在地
本社　　　　　愛知県豊橋市横須賀町玄宗３１番地
野田工場　　愛知県豊橋市横須賀町野田2番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
代表取締役社長　　 谷中　政巳 TEL：0532-54-1375
環境管理責任者及び連絡担当者 藤田　健二 FAX：0532-54-1226

（４） 事業内容
自動車部品等の切削加工・溶接・組立

（５） 事業の規模

本社
資本金

（６） 事業年度 9月～8月

認証・登録の対象組織・活動
全組織、全活動を対象とする。

社員数　

主要設備

　　1400万円

90

マシニングセンター　170台
ＮＣ旋盤　26台
CO2溶接機　2台
ブローチ盤　2台
粗さ・形状測定機　1台
3DCAD　2台
三次元測定機　2台
硬度計　1台
引張強さ試験機　1台
表面粗さ測定機　1台

延べ床面積　　　 7,436m2
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　　　　　　　　エコアクション２１　　実施体制図

谷中社長

藤田部長

部門責任者
 ・部門における計画の遂行管理
 ・実施状況の確認・記録管理

部門担当者
（全従業員）

 ・部門の計画の実施
 ・自己の役割の認識

代表取締役

環境経営管理責任者

代表取締役
（谷中社長）

 ・環境経営方針の決定
 ・環境経営管理責任者の任命
 ・全体の評価および見直し

環境経営管理責任者
（藤田部長）

 ・マネジメントシステムの監視
 ・パフォーマンスの監視
 ・環境関連外部との窓口
 ・文書、記録の管理
 ・順守評価の実施
 ・教育、訓練の実施、管理

管理部 技術部製造部
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基準年 当期目標 次期目標 中期目標 中期目標

2021年9月～2022年8月 2022年9月～2023年8月 2023年9月～2024年8月 2024年9月～2025年8月 2025年9月～2026年8月

温室効果ガス 削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

排出量 数値 494,574 489,628 484,683 479,737 474,791

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

数値 970,983 961,273 951,563 941,854 932,144

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

数値 227,781 225,503 223,225 220,948 218,670

使用エネルギー 削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

の削減 数値 2,221 2,199 2,177 2,154 2,132

削減率 0.5% 0.5% 0.5% 0.5%

数値 1,498 1,491 1,491 1,491 1,491

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

数値 17,820 17,642 17,464 17,285 17,107

削減率 0.5% 1.0% 1.5% 2.0%

数値 8,575 8,532 8,489 8,446 8,404

削減率 1.0% 2.0% 3.0% 4.0%

数値 1,739 1,722 1,704 1,687 1,669

廃プラは客先指定資材を使用しており削減が難しいため、社内で発生する廃棄量を管理する。

0.11％以下

※CO2排出係数は0.388 kg-co2/kwh を使用した。

ＬＰＧ、灯油は使用量が少ないため、目標から除外する

製品サービス
に関する目標

不良率の改善 0.26% 0.14%以下 0.13％以下 0.12％以下

水道水
水使用量

( m3 )

グリーン購入 購入時にグリーン商品を確認し、積極的に環境に配慮した商品の購入を検討する。

化学物質 ごく微量で削減が難しいため、使用量の管理を行う

CO2排出量
( ㎏-CO2)

電力使用量( 本社）

( ｋｗh )

ガソリン使用量
 ( L )

軽油使用量
( L )

廃棄物

廃油排出量
( Kg )

廃プラ排出量
( Kg )

電力使用量(野田）

( ｋｗh )

環境経営目標計画・改定（単年度・中長期）
作成　2022/9/1

管理部　藤田

管理項目
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　-作業者教育

2022年9月～2023年8月

・製品不良の改善

（４）グリーン購入推進に向けての取り組み（全部門）
・環境に配慮した商品の購入を随時検討する。

（５）化学物質削減に向けての取り組み（全部門）
・新たな資材導入の際には必ずSDSを確認する。

　-現状の調査、数値目標の設定

　-品質推進会の実施（不良発生防止対策、工程改善）

　

（６）環境に良い製品・サービスの提供に向けての取り組み（全部門）

・手洗い等における社員への節水要請
・水使用量の把握

 　環境経営活動計画の取組内容

（１）二酸化炭素排出量削減に向けた取り組み（全部門）

 　   １） 電力使用量削減

・照明設備LED化
・工程改善による生産性向上
・工場設備のエアー漏れ対策及びコンプレサー圧検討
・設備稼働台数の見直し

 　   ２） 燃料削減
・エコカー車両入替（ハイブリッド軽自動車）
・講習会・客先との打合わせなどWEBシステム利用の継続
・納入荷姿の見直し、納入便集約化

（２）廃油廃棄物排出量削減に向けた取り組み（全部門）
・水溶性切削油の検討及び濃度管理
・定期的な排出量の把握

（３）節水に向けてた取り組み（全部門）
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基準年 当期目標 当期実績

2021/9～2022/8 2022/9～2023/8 2022/9～2023/8

温室効果ガス 削減率 1.0% 4.6%

排出量 数値 494,574 489,628 472,017

削減率 1.0% 6.0%

数値 970,983 961,273 912,496

削減率 1.0% -3.7%

使用エネルギー 数値 277,781 275,003 288,042

の削減 削減率 1.0% 1.9%

数値 2,221 2,199 2,178

削減率 0.5% 88.0%

数値 1,498 1,491 180

削減率 1.0% 30.3%

数値 17,820 17,642 12,420

削減率 0.5% 0.0%

数値 8,575 8,532 8,575

削減率 1.0% -0.7%

数値 1,739 1,722 1,751

未確認

製品サービス
に
関する目標

0.26% 0.14% 0.22%

不良発生原因となる老朽化した設備を
廃棄及び一部入替をした。継続して進め
ます。0.14%以下

　＊灯油は洗浄として使用し再リサイクル品の為、ＣＯ２排出量には含めていない。

※CO2排出係数は0.388 kg-co2/kwh を使用した。

使用の管理を適宜行っている。

納入便集約化にて自社便数を削減し
た。フォークリフトEV化により削減でき
た。

廃油排出量
( Kg )

環境負荷の少ない切削油に一部切替し
た。切削油使用量は管理しており活動
はできている。

水道水
水使用量

( m3 )

水溶性切削油の濃度管理が出来ており
活動はできている。

廃プラ排出量
( Kg )

工場レイアウト変更時に不要物を廃棄し
た為に、排出量は削減できなっかた。荷
姿見直しにより改善はできている。

廃棄物

グリーン購入
購入時にグリーン商品を確認し、積極的に環境に配慮した商品の購入を検
討する。

購入時にグリーン商品を極力購入する
よう検討している。

化学物質 少量だが削減が難しいため、使用量の管理を行う。

軽油使用量
( L )

環境経営活動の取組結果と評価

管理項目 評価コメント

CO2排出量
( ㎏-CO2)

改善活動によりCO2排出量の削減がで
きた。

照明のLED化、工程改善、部品統合、エ
アー漏れ対策、生産性向上など活動は
できている。

ガソリン使用量
 ( L )

最新のエコカー導入やWEBシステム（オ
ンライン）使用の推進により、燃料削減
ができている。

電力使用量( 本社）

( ｋｗh )

電力使用量(野田）

( ｋｗh )

古い設備を廃棄する為、電気効率の悪
い設備で少量生産品や補給部品のまと
め生産をした。照明のLED化、工程改
善、エアー漏れ対策など活動はできてい
る。

6



・環境に配慮した商品の購入を随時検討する。

（５）化学物質削減に向けての取り組み（全部門）

・エコカー車両入替（ハイブリッド軽自動車）
・講習会・客先との打合わせなどWEBシステム利用の継続
・納入荷姿の見直し、納入便集約化

 　   ３） CO2フリー電力の導入

（３）節水に向けてた取り組み（全部門）

・手洗い等における社員への節水要請
・水使用量の把握

（４）グリーン購入推進に向けての取り組み（全部門）

（２）廃油廃棄物排出量削減に向けた取り組み（全部門）

・水溶性切削油の検討及び濃度管理
・定期的な排出量の把握

・エコカー（HV車）用部品の製造に使用

　-老朽化した設備の入替、撤去及びメンテナンス

　-作業者教育

・新たな資材導入の際には必ずSDSを確認する。

　

（６）環境に良い製品・サービスの提供に向けての取り組み（全部門）
・製品不良の改善

　-現状の調査、数値目標の設定

　-品質推進会の実施（不良発生防止対策、工程改善）

 　環境経営活動計画の取組内容（次期）

（１）二酸化炭素排出量削減に向けた取り組み（全部門）

 　   １） 電力使用量削減

・照明設備LED化及び設置箇所見直し
・工程改善による生産性向上
・工場設備のエアー漏れ対策及びコンプレサー圧検討
・設備稼働台数の見直し

 　   ２） 燃料削減

8



令和5年11月1日

２０５０年に二酸化炭素排出量０(カーボンニュートラル）を目標に自動車業界も
活動をはじめ、当社も２０５０年までの目標値を変更しました。
二酸化炭素排出量を少しでも削減するために、全社員一丸となって改善活案を出し
合い目標に向かって走りはじめました。
年々厳しくなる目標値に対して、今何ができるのかを考えて目標達成に向け努力を
重ねていきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　谷中　政巳

代表者による全体評価と見直しの結果

環境関連法規への順守状況並びに違反、訴訟等の有無

当社に該当する環境関連法令等

廃棄物処理法、愛知県　廃棄物の適正な処理の促進に関する条例、
騒音規制法、県民の生活環境の保全等に関する条例、振動規制法、
自動車NOX・PM法、豊橋市廃棄物の処理及び再利用に関する条例
フロン排出抑制法、消防法

これらの法令等について、順守評価を行なった結果、違反は有りませんでした。

また、関係当局より訴訟、違反等の指摘は過去３年間ありません。 

9


